
乃
木
大
将
の
夫
人

生
誕
地
に
銅
像
を

【
鹿
児
島
】
乃
木
希
山内大

将
の
夫
人

・
乃
木
綿
子
の
生

誕
地
で
あ
る
鹿
児
島
市
で
三

月
十
五
日
、
隣
子
夫
人
の
銅

像
復
元
を
自
由
刑
す
募
金
活
動

が
実
施
さ
れ
、
県
神
道
育
年

会
(
光
治
秀
昭
会
長
)
の
会

員
四
人
が
参
加
し
た
。

ム

大
正
元
年
九
月
十
三
日
、

ム
明
治
天
皇
の
御
大
喪
に
あ
た

一
り
乃
木
大
将
と
と
も
に
そ
の

一
御
跡
を
以
ひ
神
去
ら
れ
た
静

子
夫
人
。
生
誕
地
の
岡
市
で

は
大
正
八
年
、
そ
の
遺
徳
を

蝋
彰
し
て
座
像
(
高
さ
て

こ
M

川)
が
創
建
さ
れ
た
が
、

先
の
大
戦
中
に
館
事
資
財
と

し
て
徴
収
さ
れ
た
と
伝
へ
ら

れ
て
を
り
、
現
在
は
悶
市
新

屋
敷
町
の
生
誕
地
に
台
座
の

み
が
残
さ
れ
て
ゐ
る
。

地
元
有
志
の
あ
ひ
だ
で

は
、
か
ね
て
よ
り
銅
像
復
元

の
話
が
あ
っ
た
も
の
の
、
実

鹿児島神青

現
に
は
で
ら
な
か
っ
た
と
い
一指
し
て
活
動
を
開
始
し
た
。

ふ
。
し
か
し
、
平
成
二
卜
問

一

今
回
、
岡
市
の
繁
華
街
・

年
九
月
上
二
日
に
阿
南
年
会

一
天
文
館
の
ア
ー
ケ
ー
ド
で
笑

が
A
門
限
的
で
古
川
行
し
た

「ん

木加
問
7r川μ
自
命
辿
徳
川削
杉
行

年
祭
」
が
契
機
と
な
り
、
山
州

議
会
議
員
や
市
議
会
議
貝
、

地
元
の
川
内
会
会
長
ら
を
中

心
に

「乃
木
綿
子
夫
人
務
質

会
」
(
平
瀬
葉
子
会
長
)
を

結
成
。
銅
像
復
一川
に
向
け
、

一
千
万
円
の
資
命
保
保
を
自

「
戦
後
七
十
年
談
話
」

:た 胸寸

法iS量
7先行新
十'- /-企』
府信 --:z::s: 

Z長
た

奉
賛
団
体
の
解
散
で
、
英
鐙
祭

神
社
庁
研
修
所
主
任
講
師

兵
庫
・
乎
疑
原
神
社
宮
司

安
倍
晋
=一
内
閣
総
理
大
臣
一
有
識
者
懇
談
会
を
ス
タ
ー
ト

は
、
今
夏
に
戦
後
七
十
年
の

一さ
せ
た
。
こ
の
挟
話
に
よ
っ

談
話
を
発
表
す
る
た
め
に
、

一て
安
倍
内
閣
の
歴
史
認
誠

・

神
験
研
修
で
尋
ね
た
と
こ
ろ
、

設
国
神
社
へ
の
参
拝
経
験
者
が

少
な
く
篤
い
た
経
験
が
あ
る
さ

う
だ
。「
神
職
に
対
す
る
樹
園

神
社

・
制
捜
国
神
社
へ
の
崇
敬
心

伊
設
ふ
ζ
と
も
考
へ
て
い
か
な

b
J
3
b
v
L
-
O

C
H
-
ヨト
、J
司
J
1r
b
-H
寸

の
歴
史
観

山
本

安
彦

歴
史
観
が
聞
は
れ
る
ζ
と
に

な
る
。
歴
史
認
識
の
基
本
に
な
る

の
は
、
現
代
社
会
の
歴
史
的

背
鼠
を
正
し
く
理
解
す
る
と

と
か
ら
始
ま
る
。
歴
史
認
識

に
必
要
な
乙
と
は
、
(
一
)
多

く
の
歴
史
的
窃
笑

・
問
中
象
の

持
つ
窓
味
を
正
し
く
理
解
す

る
こ
と
、
さ
ら
に
、
(
二
)
時

t
っ
て
き
Z
聴

η
b
D
h
c」
、

施
し
た
募
金
所
勤
も
問
奉
鈴

一
一闘の
一一言白川却を
附
っ
て
ゐ
た
。

問
合
せ
は
、
船
説
仲
村
内

会
が
主
催
し
た
も
の
で
、
同

一

な
ほ
同
事
賛
会
で
は
広
ノ
こ

の
同
根
質
会
事
務
局

(一T
m叫

河
年
会
会
民
は
じ
め
二
l
E
一
協
力
を
呼
び
か
り
て
を
り
、
側
鹿
児
島
県
船
児
島
市
新

人
が
参
加
。
税
金
問
励
と
《

一郎
使
仮
惨
で
の
必
金
も
受
付
属
政
阿
I
l
-
-心、

nu
O
九

は
せ
て
趣
EV

憎
い
の
配
何
も
お

一
り
て
ゐ
る
。
仮

m
u陸
の
心

一九
l
-
牟
己
ハ
|
じ
凶
行
じ
、

ζ
な
ひ
、
活
動
の
周
知
を
凶

一
号
・
燕
日
は

「
O
一
七
九
O
一
剛
O
九
九
|一

-
一一
|
O
一

っ
た
。
「
怖
f
T
夫
人
が
鹿
児

一|
一
|
一
凶
二
八
三
八
」で
、
一九
バ
、
氾
子
メ

l
ル凶
古田
N
C

島
出
身
と
は
知
ら
な
か
っ
一名
義
は

「乃
木
静
子
夫
人
容

一
r
o
i
z
o
c
g嘉
吉
⑤
〕B
7
0
0

た
」
と
の
声
も
聞
か
れ
、
銅
像

一賛
会
」
宛
て
。
一
口
一
万
円

一
8
匂
)
ま
で
。
ま
た
は
ウ

が
建
っ
て
ゐ
た
当
時
を
知
る

一
以
上
と
し
、
五
日
以
上
の
協

一
ェ
プ
サ
イ
ト
(
z
z-u
ミ
若

人
は
僚
か
し
さ
う
に
、「ぜ
ひ

一
刈
者
の
氏
名
は
石
継
に
銘
記

一
宅
宅
加
0
2
E
2・』
-
U
2
E
N
c
r

実
現
し
て
く
だ
さ
い
」
と
激

一
す
る
予防止
と
な
っ
て
ゐ
る
。

F
I
F
E
E
コ
宮
之
)
を
参
照
。

と
が
あ
る
。
歴
史
は
そ
の
時

代
の
勝
者
の
主
観
的
事
実
に

よ
っ
て
、
H

客
観
的
事
実
が
歪

め
ら
れ
る
ζ
と
が
多
い
。
正

し
い
歴
史
認
識

・
府
史
観
を

持
つ
た
め
に
は
、
科
学
的

・

笑
統
的
な
歴
史
的
事
突
の
検

却
と
理
解
が
必
要
で
あ
る
。

近
代
史
ヒ
に
お
い
て
、
ア

ジ
ア
の
大
部
分
の
国
々
は
欧

米
諸
国
の
植
民
地
で
あ
っ

た
。中
国
は
日
清
戦
争
以
後
、

西
欧
列
強
の
分
割
競
争
の
対

象
と
化
し
、
さ
ら
に
、
軍
閥

の
割
拠

・
内
乱

・
対
外
政
策

。
毘
比
等
んて
D
ヒ
・
め
に
近
代

す
る
日
本
と
、

バ
ル
カ
ン

・

東
ア
ジ
ア
で
ロ
シ
ア
と
対
立

す
る
イ
ギ
リ
ス
は
、
必
然
的

に
利
害
を
同
じ
く
す
る
立
場

か
ら
明
治
三
十
五
年
(
一
九

O
二
)
臼
英
間
関
を
締
結
し

た
。
や
が
て
こ
の
同
盟
は
、

イ
ギ
リ
ス
の
中
国
に
お
け

る
、
日
本
の
中
国

・
朝
鮮
半

島
に
お
け
る
利
害
・
権
益
を

確
認
し
、
相
互
媛
助
を
約
す

る
も
の
に
な
っ
て
い
っ
た
。

さ
ら
に
同
盟
の
改
訂
に
よ
っ

て
適
用
範
聞
は
イ
ン
ド
に
ま

で
鉱
大
し
て
い
っ
た
。

第
二
は
、
第一

次
世
界
大

に
よ
っ
て
つ
く
り
出
さ
れ

た
、
点
ア
ジ
ア
の
新
し
い
国

際
秩
序
伊
ワ
シ
ン
ト
ン
体
制

と
よ
ぶ
。
乙
の
ア
メ
リ
カ
主

導
の
ヲ
シ
ン
ト
ン
体
制
の
下

で
、
日
本
は
太
平
洋
上
に
お

い
て
孤
立
し
て
い
っ
た
。

口
本
は
国
際
的
に
孤
笠
し

て
い
く
中
で、

ア
メ
リ
カ

・

イ
ギ
リ
ス
と
の
協
調
外
交
に

努
め
た
の
で
あ
る
。

し
か
し
、
昭
和
四
年
(
一

九
二
九
)
の
世
界
恐
慌
に
よ

る
「
ブ
ロ
ッ
ク
経
済
体
制
」

が
形
成
さ
れ
る
ζ
と
に
よ
っ

て、

ア
メ
リ
カ
は
、
南
北
ア


